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■経緯・目的
新型コロナウイルス感染症拡大に伴い，県内で高齢者入所施設でのクラスター発生が散見される
状況を懸念した市内病院の感染管理認定看護師から，施設へ出向く形での感染症対策支援を行い
たいという申し出があり，特別養護老人ホーム（多床室）とグループホームでの実施に至ったもの。
各施設の実情に合わせた専門的な助言を通じて，感染症対策の充実・標準化を図る。

■実施状況 ※令和2年10⽉〜令和3年2⽉までの実績
（１）実施場所：特別養護老人ホーム：４ヶ所，グループホーム：２ヶ所
（２）実施者 ：感染管理認定看護師（３名）※感染制御実践看護師1名含む

国立がん研究センター東病院，柏厚生総合病院，辻仲病院柏の葉
保健所：保健予防課，保健福祉部：高齢者支援課,法人指導課,地域医療推進課

高齢者入所施設における感染症対策支援訪問

時期 実施内容
事前 ・感染対策改善アクションチェックリスト・質問事項の提出

・「社会福祉施設介護職員等向け新型コロナウイルス感染症
対策動画」（千葉県ＨＰ）を施設内で視聴

当日 認定看護師から事前提出物への回答と助言・質疑応答
個人防護具着脱実習
施設内ラウンド・対策のポイント助言・質疑応答

事後 ラウンド結果（GOODポイントと改善点）資料フィードバック
施設職員アンケ―ト実施

助言箇所と良い対策
の両方を写真ととも
にフィードバック

資料６
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■実施後アンケート
施設 内容

特別養護老人ホーム

・現場指導でなければわからない，施設独自の不安箇所や各職員の
疑問に，直接アドバイスいただけたのは貴重な機会になった。

・専門知識が豊富で頼もしく，感染対策のポイントを再確認できた。
・現在の対策で正しいのか不安があったが，チェックリストを通じて
自施設に不足していることを確認でき，整理ができた。

グループホーム

・認知症の方が暮らす施設のため，マスク着用や発熱時の居室隔離が
難しい現状がある中，実際に事業所内を見てもらい専門的なアドバ
イスをいただけたことがよかった。

・自事業所の改善点を客観的に考える機会になった。
・資料等を見ながら手探り状態だった対策に，的確な指示をもらえた。

■成果
・実施している対策の確認と，必要かつ実行可能な対策への助言を通じて，施設職員が
感染対策についての正しい知識を獲得できる機会になったとともに，不安の解消に
つながっている。

・施設側の実情にあわせた対策の良い面（GOODポイント）もフィードバックすること
により，施設職員のさらなる対策への動機づけ支援も行われている。

・市内病院の貴重な人材と施設職員との顔の見える関係づくりの機会となり，相談し合
える関係づくりのきっかけとなった。⇒★医療・介護連携の推進の機会となっている


